
い
ま
す
。
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の

元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
高
山

勝
成
選
手
が
ア
マ
チ
ュ
ア
に
登

録
し
て
東
京
五
輪
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
代
表
の
座

は
勝
ち
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
志
は
学
園
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
ば
か
り
で
な
く
、
多
く

の
在
校
生
に
目
標
を
持
つ
大
切

さ
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高

山
選
手
は
ア
マ
チ
ュ
ア
登
録
に

際
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
支
援
に
改
め
て
感
謝 学

校
法
人 

菊
武
学
園 

理
事
長　

高
木　

弘
恵

愛
情
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
深
化
さ
せ
た
学
園
へ

　

２
０
２
０
年

に
は
半
世
紀
ぶ

り
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催

で
、
日
本
中
が

沸
き
立
っ
て
い

ま
す
。
名
古
屋

産
業
大
学
に
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
が
開

設
さ
れ
て
５
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
１
年
を
振
り
返
っ
て
も
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
部
で
は
、
日
本
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
選
手
を
輩
出
し
て

　

菊
武
学
園
に
学
ぶ
生
徒
、
学

生
、
園
児
約
３
０
０
０
名
の
保

護
者
の
皆
さ
ま
、
教
職
員
の

方
々
、
日
頃
の
ご
支
援
、
熱
心

な
教
育
活
動
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

の
言
葉
を
述
べ
、
次
は
教
員
免

許
の
取
得
に
向
け
て
走
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
こ
れ
か

ら
も
少
子
化
な
ど
厳
し
い
私
学

経
営
に
打
ち
勝
つ
た
め
、
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。
理
事

長
に
就
任
し
１０
年
以
上
た
ち
ま

す
が
、
と
り
わ
け
、
学
園
の
教

育
理
念
で
あ
る
「
愛
情
教
育
」

は
、
事
あ
る
ご
と
に
強
調
し
、

学
園
全
体
に
理
解
が
広
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
相
手
を
思

い
や
り
、
学
生
・
生
徒
ら
に
寄

り
添
い
、
自
立
を
促
す
愛
情
教

育
は
、
創
設
者
の
学
園
長
が
大

切
に
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私

も
次
の
１０
年
、
８０
周
年
を
見
据

え
て
愛
情
教
育
を
こ
れ
か
ら
も

守
り
続
け
、
よ
り
深
化
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
学
生
・
生
徒

ら
を
い
つ
も
見
守
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
を
い
ち
早
く
感
じ

取
っ
て
、
声
掛
け
す
る
こ
と
で

す
。
声
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
・
生
徒
ら
は
、
周
り

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校
内
で

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
や
す

く
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

厳
し
く
も
あ
り
、
優
し
く
も

あ
る
愛
情
教
育
で
、
社
会
で
生

き
る
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
先
さ
ら
に
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
の
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
で
す
。

教
育
現
場
で
実
践
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
手
法
は
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
多
様
性

を
持
た
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
し
い
視
点
の
実
践
教
育
を
強

化
し
、
在
校
生
の
活
躍
を
教
職

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
愛
情
を
注

ぎ
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

菊
武
幼
稚
園
の
創
立
５０
周
年

記
念
式
典
が
６
月
２１
日
、
春
日

井
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
在
園
の
全
園
児

２
１
８
名
と
そ

の
保
護
者
、
学

園
関
係
者
ら
約

４
５
０
名
が
参

列
し
、園
の
歴
史
を
か
み
し
め
、

ま
す
ま
す
の
発
展
を
誓
い
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
ま
ず
年
長
園
児
７０

名
に
よ
る
園
歌
の
合
唱
で
は
じ

ま
り
、
石
原
靖
章
園
長
が
「
菊

▲園児 70 名の合唱ではじまった創立 50 周年記念式典

▲園児の人文字で創立 50 周年を祝う

▲石原靖章園長の祝辞

武
幼
稚
園
は
昭
和
４４
年
に
創
立

し
、
卒
園
児
は
３
４
６
６
名
を

数
え
ま
す
。
５０
周
年
を
機
に
さ

ら
に
子
ど
も
た
ち
を
一
層
伸
ば

せ
る
よ
う
目
指
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
学
校
法
人
菊
武
学
園

の
高
木
弘
恵
理
事
長
が
「
幼
児

教
育
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、
学
園
全

体
で
も
幼
稚
園
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
地

元
の
音
楽
愛
好
家
で
活
動
し
て

い
る
「
春
日
井
リ
コ
ー
ダ
ー
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」（
山
中
美
代
志

代
表
）
の
８
名
が
、「
ア
ン
パ

▶
春
日
井
リ
コ
ー
ダ
ー

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏

▶
年
長
園
児
に
よ
る
園
歌
の
合
唱

▶
園
児
が
か
わ
い
い
演
技
を
披
露
す
る

創立50周年を祝う 菊武幼稚園

幼児教育の重要さ
再認識し未来へ

ン
マ
ン
マ
ー
チ
」な
ど
を
演
奏
。

　

１０
月
１４
日
の
運
動
会
で
は
園

児
た
ち
は
「
５０
周
年
」
の
マ
ー

ク
を
つ
け
演
技
し
ま
し
た
。



　

菊
華
高
校
の
生
徒
８
名
と
菊

武
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
の
生
徒

６
名
が
２
０
１
９
年
８
月
５
日

～
８
日
の
３
泊
４
日
で
、
東
北

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
向
か

い
、命
の
尊
さ
や
人
と
の
関
わ

り
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し

　

愛
知
県
森
林
公
園
で
令
和
元

年
６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
７０
回
全
国
植
樹
祭
」
に
、

菊
華
高
校
ダ
ン
ス
部
・
演
劇
部

員
ら
約
３０
名
が
、
祭
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

盛
大
な
拍
手
を
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

令
和
に
改
元
後
、
初
の
植
樹

祭
で
新
し
い
天
皇
皇
后
両
陛
下

を
お
迎
え
し
、
会
場
に
は
緊
張
　

ま
た
、
名
古
屋
産
業
大
学
と

名
古
屋
経
営
短
期
大
学
の
学
生

▶
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
生
徒

▶
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
菊
華
高
生
徒
た
ち

▲菊華高校ダンス部・演劇部員 ▲大学前の沿道の市民らに手を振られる皇后さま▲大学生らはボランティアとして活躍

名
産
大
生
ら
は

救
護
班
で
活
躍

有
志
９
名
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
特

別
招
待
者
の
医
療
救

護
班
と
し
て
、
会
場

２
か
所
で
活
躍
し
ま

し
た
。
学
生
・
生
徒

た
ち
は
、
記
念
す
べ

き
一
日
に
参
加
し
、

貴
重
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

即
位
後
、
初
の
地

方
公
務
と
し
て
全
国

植
樹
祭
に
ご
臨
席
さ

れ
た
天
皇
皇
后
両
陛

下
は
帰
路
、
名
古
屋

産
業
大
学
・
名
古
屋

経
営
短
期
大
学
前
を

お
通
り
に
な
ら
れ
、

沿
道
の
大
勢
の
市
民

ら
に
に
こ
や
か
に
手

を
振
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

全国植樹祭で菊華生徒らダンスを披露

新天皇皇后さまから温かい拍手

た
。

　
「
海
の
見
え

る
命
の
森
」
の

整
備
を
行
い
、

語
り
部
ガ
イ
ド

に
よ
る
当
時
の

状
況
と
今
を
聞

き
、
地
域
住
民

と
の
交
流
を
通

し
て
震
災
を
乗

り
越
え
た
か
ら

こ
そ
抱
え
る
想

い
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち

は「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

そ
れ
が
周
囲
を
守
る
事
に
も
つ

な
が
る
」。
気
仙
沼
の
地
で
学

ん
だ
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え

る
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
私
た
ち
の
使
命
と
胸

に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

▶
語
り
部
ガ
イ
ド
か
ら
当
時
の
状
況
と
今
を
聞
く

自
分
を
守
る
こ
と
が
周
囲
を
守
る
に
つ
な
が
る

菊
華
高
、菊
専
生
徒
14
名
が

東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

菊華高 運動部活動で活躍
サッカー部

　全国高校選手権県大会出場

　名北支部大会 優勝

　市民スポーツ祭 準優勝

ボクシング部

　県大会フライ級 優勝

ソフトテニス部

　県高校総体　団体 ベスト 4 東海大会出場

　　　　　　　個人 ベスト 16

　新人体育大会団体・個人 県大会出場　　

野球部

　夏の県大会 4 回戦進出

　秋季県大会 2 回戦進出

卓球部

　国体県大会出場

ダンス部

　全日本高校・大学ダンスフェスティバル 入選

　NFCC・全国ハイスクールダンスコンペ 3 位

陸上部

　新人体育大会　県大会出場

新体操部

　高校総体県大会男子 個人総合 5 位

感
も
流
れ
る
中
、
生
徒
た
ち
は

青
と
白
の
ド
レ
ス
に
装
い
、
約

１
万
人
の
参
加
者
の
前
で
、
木

曽
の
木
が
川
を
下
り
伊
勢
湾
に

届
く
愛
知
の
も
の
づ
く
り
の
物

語
を
笑
顔
で
演
じ
ま
し
た
。



資金収支計算書

科　　　　　目 金　　　額
学生生徒等納付金収入 1,713,654
手数料収入 26,684
寄付金収入 5,737
補助金収入 638,869
資産売却収入 200,001
付随事業 ･ 収益事業収入 13,664
受取利息・配当金収入 8,730
雑収入 46,470
前受金収入 443,069
その他の収入 256,136
資金収入調整勘定 △ 513,083
前年度繰越支払資金 1,245,179
収入の部合計 4,085,110

人件費支出 1,639,088
教育管理経費支出 670,752
借入金等利息支出 990
借入金等返済支出 43,212
施設関係支出 198,724
設備関係支出 37,710
資産運用支出 290,063
その他の支出 55,273
資金支出調整勘定 △ 76,049
翌年度繰越支払資金 1,225,347
支出の部合計 4,085,110

活動区分資金収支計算書

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金収入 1,713,654
手数料収入 26,684
特別寄付金収入 197
一般寄付金収入 5,540
経常費等補助金収入 610,862
付随事業収入 13,664
雑収入 45,577
教育活動資金収入計 2,416,178

人件費支出 1,639,088
教育管理経費支出 670,752
教育活動資金支出計 2,309,840

調整勘定等 39,440
教育活動資金収支差額 145,778

施設整備等活動資金収入計 28,008
施設整備等活動資金支出計 236,434
調整勘定等 △ 15,434
施設整備等活動資金収支差額 △ 223,860

その他の活動資金収入計 402,180
その他の活動資金支出計 343,930
調整勘定等
その他の活動資金収支差額 58,250

支払資金の増減額 △ 19,832
前年度繰越支払資金 1,245,179
翌年度繰越支払資金 1,225,347

科　　　　目 金　　額
固定資産 12,683,542
　有形固定資産 10,691,267
　特定資産 1,970,063
　その他の固定資産 22,212
流動資産 1,327,235
　現金預金 1,225,348
　未収入金	 ※ 1 79,815
　その他 22,072
資産の部合計 14,010,777

固定負債 426,251
　長期借入金 30,000
　退職給与引当金 358,761
　長期未払金 37,490
流動負債 667,031
　短期借入金	 ＊ 34,439
　未払金	 ※ 2 51,962
　その他 580,630
負債の部合計 1,093,282

純資産の部
基本金 18,031,444
　　第 1 号基本金 17,753,444
　　第 2 号基本金 90,000
　　第 4 号基本金 188,000
繰越収支差額 △ 5,113,949
　翌年度繰越収支差額 △ 5,113,949
純資産の部合計 12,917,495

負債及び純資産の部合計 14,010,777
単位　千円

※ 1 未収入金には愛知県の授業料軽減の為の償還補助金 4,439 千円が含まれ、その補助金により＊短期借入金 4,439 千円が
直接返済されることになっています。

※ 2 未払金には期末退職者退職金が 32,431 千円含まれています。
※ 　減価償却額の累計額の合計額 7,400,152 千円

稲葉保育園

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 1,713,654
手数料 26,716
寄付金 6,815
経常費等補助金 610,862
付随事業収入 13,664
雑収入 45,822
教育活動収入計 2,417,533
人件費 1,646,660
教育管理経費 958,315
徴収不能額等 399
教育活動支出計 2,605,374
教育活動収支差額 △ 187,841
教育活動外収入計 8,730
教育活動外支出計 990
経常収支差額 △ 180,101
特別収入計 29,206
特別支出計 5,187
特別収支差額 24,019
基本金組入前当年度収支差額 △ 156,080
基本金組入額合計 △ 33,920
当年度収支差額 △ 190,000
前年度繰越収支差額 △ 4,923,949
翌年度繰越収支差額 △ 5,113,949

事業活動収支計算書 貸借対照表

▲インターンシップに取り組む菊華高校生

　

菊
華
高
校
で
は
２
０
１
９
年
の
夏
休
み

に
、
１
年
〜
３
年
ま
で
の
生
徒
延
べ
３３
名

稲
葉
保
育
園
児
た
ち
が
７
月

１
日
、
名
古
屋
経
営
短
期
大

学
子
ど
も
学
科
１
年
４５
名
と

一
緒
に
七
夕
か
ざ
り
を
つ
く

り
ま
し
た
。

▶
七
夕
か
ざ
り
を
つ
く
る
園
児
と
短
大
生

▶
演
奏
す
る
軽
音
楽
部

▶
真
剣
な
眼
差
し
で
大
会
に
挑
戦
す
る
中
学
生

菊武ビジネス専門学校
　

学
校
創
立
７０
周
年

を
記
念
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
パ
ソ
コ
ン

入
力
ス
ピ
ー
ド
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
第
２
回

大
会
が
、
７
月
３０
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
１
０
８
名
が
参
加

し
て
真
剣
な
眼
差
し
で
パ

ソ
コ
ン
入
力
の
ス
ピ
ー
ド
、

正
確
さ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

１
６
４
８
字
を
入
力
し
た
有

松
中
学
校
の
生
徒
が
優
勝
。

日
本
情
報
処
理
検
定
協
会
よ

り
優
勝
者
は
初
段
、
２
位
か

　

菊
武
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

の
軽
音
楽
部
が
、
稲
沢
市
で

の
愛
知
県
高
校
軽
音
楽
大
会

に
初
参
加
し
ま
し
た
。
キ
ー

ボ
ー
ド
部
門
で
は
優
れ
た
演
奏

者
が
表
彰
さ
れ
る
ベ
ス
ト
プ

レ
ー
ヤ
ー
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

全
体
の
審
査
結
果
で
は
審

査
員
か
ら
厳
し
い
指
摘
を
受

け
る
も
、
参
加
し
た
生
徒
た

ち
は
挫
け
ず
、「
次
回
も
頑
張

り
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

菊華高等学校

　

色
紙
を
使
っ
て

１
、２
歳
児
は
「
魚
」

「
輪
つ
な
ぎ
」、
３
歳

児
は「
三
角
つ
な
ぎ
」

「
輪
つ
な
ぎ
」、
４
歳

児
は
「
吹
き
流
し
」

「
三
角
つ
な
ぎ
」、
５

歳
児
は
「
貝
殻
つ
な

ぎ
」「
流
れ
星
」
作

り
を
、
学
生
た
ち
と

楽
し
み
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
出
来
上
が

た
飾
り
を
笹
の
枝
に

園
児
た
ち
が
星
に
願
い

短
大
生
と
の

一
緒
に
七
夕
飾
り

（
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
１５
名
、
普
通
科
男
子
１０
名
、

女
子
８
名
）
が
、
就
労
体
験
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

病
院
や
日
産
プ
リ
ン
ス
名
古
屋
販
売
、
ま
た
、

愛
知
県
中
小
企
業
家
同
友
会
か
ら
ご
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
１１
事
業
所
を
は
じ
め
、
総
計
１５
事
業
所

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
「
働
く
と
は
何
か
」
を
考
え
る
、
よ
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
３３
名
が
、多
様
な
仕
事
を
体
験

　
　
　
　
菊
華
高
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
　
　
　

結
び
学
生
と
喜
び
合
い
ま
し

た
。「
た
な
ば
た
」
な
ど
の
童

謡
も
学
生
の
伴
奏
で
歌
い
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ら
１０
位
ま
で
の
生
徒
は
１
級
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
入
力
の
ス
ピ
ー
ド
を
競
う

中
学
生
１
０
０
余
名
が
挑
戦

有
松
中
生
徒
に
栄
冠

キーボードでベストプレーヤー賞を獲得
菊専の軽音楽部が県大会で健闘



▲表彰式に続く受賞者講演で髙木さんが研究内容を発表

▲表彰を受けた髙木さん

　

９
月
１４
、

１５
の
両
日
、

松
坂
屋
名
古

屋
店
に
お
い

て
開
催
さ
れ

た「
２
０
１
９

秋
の
ブ
ラ
イ

ダ
ル
フ
ェ
ス

タ
」
に
、
名

古
屋
ウ
エ

名
産
大
大
学
院
修
了
の
髙
木
さ
ん

環
境
で
学
術
論
文
奨
励
賞
を
受
賞

　

令
和
元
年
は
名
産
大
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な

り
、
８
月
３０
日
に
尾
張
旭
市
の
森
和
実

市
長
を
訪
問
し
、
活
動
状
況
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

大
学
院
生
の
山
本
真
鼓
さ
ん
は
、
全

日
本
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

６４
キ
ロ
級
で
優
勝
。
山
口
優
人
さ
ん

（
１
年
）
は
、
２
０
１
９
年
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
で
３
位
に
輝
き
、
続

い
て
西
日
本
学
生
選
手
権
大
会
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
優
勝

し
ま
し
た
。

　

名
古
屋
産
業
大
学
大
学
院

を
２
０
１
９
年
３
月
に
修
了

　

令
和
初
と
な
る
「
第
１３
回
菊

武
夏
ま
つ
り
」
は
８
月
２４
日
、

名
古
屋
産
業
大
学
と
名
古
屋
経

名古屋産業大学・名古屋経営短期大学

大
学
合
同
祭
は
台
風
で
初
の
中
止

菊
武
夏
ま
つ
り

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

名古屋ウェディング＆フラワー・ビューティ学院デ
ィ
ン
グ
＆
フ
ラ

ワ
ー
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ

学
院
（
Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）

の
学
生
が
出
演
し
ま

し
た
。

　
「
Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｂ
×
松
坂
屋
×

タ
カ
ミ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
の
コ

ラ
ボ
に
よ
る
催
し
で
、
初
日

は
Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｂ
学
生
に
よ
る
模
擬

挙
式
と
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
を
行
い
、
多
く
の
高
校

生
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
１５
日
は
「
タ
カ

ミ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
に

よ
る
最
新
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
・

着
物
・
タ
キ
シ
ー
ド

の
華
や
か
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。
学

生
は
プ
ロ
の
モ
デ
ル

と
共
に
ス
テ
ー
ジ
を

歩
く
経
験
が
で
き
、

来
年
２
月
の
卒
業
作

品
展
に
向
け
て
貴
重

な
学
び
と
な
り
ま
し

た
。

▶
模
擬
挙
式

▶
１
人
乗
り
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

に
注
目
の
的
が

▶
森
和
実
市
長
と
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

▶
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
学
生
が

貴
重
な
学
び
を
体
得

プ
ロ
に
混
じ
っ
て

華
や
か
な
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー

し
た
髙
木
祥
太
さ
ん
（
３１
）
の

環
境
教
育
に
関
す
る
研
究
が
、

全
国
の
環
境
研

究
者
１
０
０
０

名
以
上
が
参
加

し
て
い
る
学

術
団
体
「
環
境

情
報
科
学
セ

ン
タ
ー
」（
大

塚
直
理
事
長
）

の
学
術
論
文

奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
６

月
１７
日
、東
京
で
表
彰
式
及
び

受
賞
者
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
情
報
科
学
分
野
に
関
す

る
４０
歳
未
満
の
研
究
者
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
髙
木
さ
ん
は
、

名
古
屋
産

業
大
学
、

大
学
院
で

伊
藤
雅
一

教
授
、
岡

村
聖
教
授

の
指
導
を

受
け
な
が

ら
、
地
道

な
努
力
を
重
ね
、「
生
活
環
境

圏
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
デ
ー

タ
の
検
証
と
環
境
教
育
へ
の
応

用
に
関
す
る
一
連
の
研
究
」
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

営
短
期
大
学
尾
張
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

連
れ
の
市
民
ら
約
２
５
０
０
名

が
訪
れ
、
地
域
の
交
流
に
歓
声

が
わ
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
模
擬
店
に
舌
鼓

を
打
ち
、
市
内
３
中
学
校
の
吹

奏
楽
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
あ
る

ボ
ッ
チ
ャ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

市
民
ら
が
一
度
は
体
験
し
て
み

た
い
と
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
人
乗
り

の
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ス

マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
も
登
場

し
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が

興
味
津
々
で
体
験
乗
車
し
て
い

ま
し
た
。

　

１０
月
１２
日
、
１３
日
に
開
催
す

る
予
定
だ
っ
た
名
古
屋
産
業
大

学
と
名
古
屋
経
営
短
期
大
学
の

合
同
祭
は
大
型
台
風
の
襲
来
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

▲模擬店に市民らが舌鼓

　

　
躍
進
ぶ
り
を
尾
張
旭
市
長
に
報
告
　
　

名
産
大
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部


